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○大学院課程 
［入学者受入方針］ 
① 修士課程においては高度で専門的な職業人を養成すること

に重点をおき、博士後期課程においては高度で専門的な職業人
養成と同時に研究者養成を目的として、各研究科で入学者受入
方針を明確にする。 

① 修士課程 巧 で博ﾐ 買秤 高 盗 ﾝ 置 高度専門�

�<学者受盗 巧 才針
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［他大学との連携］ 
⑤ 他大学や外部研究機関と協力して地域課題を解決するため
組織的連携を図る。 
［留学生等交流］ 

⑥ 国際的な大学間学生交流・学術交流の推進を図る。 
⑦ 留学生や外国人研究者を積極的に受入れる。 
［国際貢献］ 
⑧ 国際的共同研究に取り組むとともに、国際社会の要請に応
える研究の構築と人材養僭Pを れる。 ﾕｧP mｩUu

、ﾕｧP�地 域 課 題

］ﾕｪU するためmｪる

,@ 地域課題

の や とに 自�E��mｪる

を解決を �ﾞ��、学術� � % x ｩ t ﾅ 解 月 弩
⑧解 月 弩� ] 究 者を 解 月 弩を 、究 者 を 要 請 解 月 弩］

ﾐ 謙 � � % x ｩ t ﾅ を 解 月 弩 ��%xｩt�ｧ 、の
��究者 を要請 ⑧�解隔�や �解月惆

�� を�
悔ﾕｪ
�ｧ�廻ﾆ�謙�ｮ� を解隔と快戉� を�解月惆ﾕｪ恒h,�ﾕｪﾙP際�ﾕｯ"菓｠ﾕｪ際�ﾕｪ�梗ﾕ際��ﾕﾕ
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③ 教員、職員等が一体となって目的達成のため大学を運営す
る。 
④ 教育研究及び運営の各組織において点検評価を行い、運営
体制を改善する。 

 
２ 教育研究組織の見直しに関する目標 
① 教育研究の進展や社会的要請に対応し、大学の長期計画と
整合するよう教育研究組織の柔軟な設計と改組転換を進める。 
② 全学的視点から３キャンパスをそれぞれ特徴のある教育研
究拠点として整備する。 
③ 科学技術の進展と社会の要請に基づいて大学院の整備拡充
を図る。 

④ 近隣関係大学等との大学間連携・連合等による教育研究組
織の充実活性化のための意見交換、協議を進める。 
 
３ 人事の適正化に関する目標 
① 学内 っ④見直しに づいて大学院するなする進 

をするのによ�の�する 
� ｊﾔ連�適正協議関る に 進する。  全学�・協議整備�5dする連合�の進を図・３

整合のな 図る。
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（リース資産） 
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